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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 672,458 △6.7 23,446 114.9 13,939 △29.6

21年3月期第3四半期 720,852 ― 10,912 ― 19,798 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 18.52 18.49
21年3月期第3四半期 26.05 26.02

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 3,047,301 411,797 13.5 546.10
21年3月期 3,089,523 345,467 11.2 458.09

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  410,861百万円 21年3月期  344,674百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 8.00 8.00
22年3月期 ― ― ―

22年3月期 
（予想）

8.00 8.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 890,000 △6.2 24,000 ― 13,000 30.4 17.27



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであるため、実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異
なる可能性があります。なお、予想の前提条件その他の関連する事項については、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性的
情報」をご参照ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 816,743,118株 21年3月期  816,743,118株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  64,398,932株 21年3月期  64,339,041株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 752,501,702株 21年3月期第3四半期 759,759,181株



 

【定性的情報・財務諸表等】 
 
１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、輸出や生産に持ち直しの動きや経済政策による個人消費の押し

上げ効果が一部にみられましたものの、設備投資が低迷するとともに、失業率が高水準で推移するなか所得環

境も悪化傾向にあるなど、依然として厳しい状況にありました。 

このような中で、当第３四半期連結累計期間の業績は、以下のとおりとなりました。 

経常収益は、保険引受収益が 6,336 億円、資産運用収益が 382 億円、その他経常収益が 5億円となった結果、

6,724 億円となり、前第３四半期連結累計期間に比べて 483 億円の減少となりました。 

一方、経常費用は、保険引受費用が 5,340 億円、資産運用費用が 97 億円、営業費及び一般管理費が 1,045

億円、その他経常費用が 6億円となった結果、6,490 億円となり、前第３四半期連結累計期間に比べて 609 億

円の減少となりました。 

以上の結果、経常利益は234億円となり、前第３四半期連結累計期間に比べて125億円の増加となりました。

これに特別損益を加減し、法人税等合計及び少数株主利益を控除した四半期純利益は 139 億円となり、前第３

四半期連結累計期間に比べて 58 億円の減少となりました。 

損害保険事業については、正味収入保険料が前第３四半期連結累計期間に比べて 167 億円減収し、4,895 億

円となり、正味支払保険金においては前第３四半期連結累計期間に比べて 11 億円増加し、3,050 億円となり

ました。また、主要種目である自動車保険においては、正味収入保険料が前第３四半期連結累計期間に比べて

34 億円減収し、2,483 億円となり、正味支払保険金が前第３四半期連結累計期間に比べて 28 億円増加し、1,555

億円となりました。 

一方、生命保険事業については、生命保険料が前第３四半期連結累計期間に比べて6億円増加し、480億円と

なり、生命保険金等においては前第３四半期連結累計期間に比べて7億円増加し、89億円となりました。 

 
２．連結財政状態に関する定性的情報 

株式相場の上昇などにより、その他有価証券評価差額金は増加したものの、債券貸借取引受入担保金の減少

などにより、前連結会計年度末に比べて総資産は 422 億円減少し、3兆 473 億円となりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 
  平成 21 年 11 月 19 日公表の予想数値から変更ありません。 

 

４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

  該当事項はありません。  

 



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金及び預貯金 91,828 113,074

コールローン 28,528 16,043

買現先勘定 16,996 29,996

債券貸借取引支払保証金 24,403 32,127

買入金銭債権 6,631 41,300

金銭の信託 77,095 74,843

有価証券 2,177,044 2,134,547

貸付金 243,697 242,215

有形固定資産 131,671 129,928

無形固定資産 1,183 1,146

その他資産 176,947 167,746

繰延税金資産 73,688 108,748

貸倒引当金 △2,413 △2,195

資産の部合計 3,047,301 3,089,523

負債の部   

保険契約準備金 2,508,722 2,557,377

支払備金 286,995 290,239

責任準備金等 2,221,726 2,267,137

その他負債 96,378 155,289

退職給付引当金 23,807 22,007

賞与引当金 1,517 6,127

役員賞与引当金 － 11

特別法上の準備金 5,045 3,060

価格変動準備金 5,045 3,060

繰延税金負債 33 37

負ののれん － 146

負債の部合計 2,635,504 2,744,056

純資産の部   

株主資本   

資本金 91,249 91,249

資本剰余金 46,702 46,702

利益剰余金 177,739 169,993

自己株式 △58,089 △58,122

株主資本合計 257,601 249,822

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 156,844 97,349

繰延ヘッジ損益 2,294 3,700

為替換算調整勘定 △5,879 △6,198

評価・換算差額等合計 153,259 94,851

新株予約権 594 458

少数株主持分 342 334

純資産の部合計 411,797 345,467

負債及び純資産の部合計 3,047,301 3,089,523



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

経常収益 720,852 672,458

保険引受収益 670,437 633,608

（うち正味収入保険料） 506,273 489,564

（うち収入積立保険料） 43,230 29,725

（うち積立保険料等運用益） 19,186 17,292

（うち生命保険料） 47,372 48,005

（うち支払備金戻入額） 1,765 3,378

（うち責任準備金等戻入額） 51,677 44,617

資産運用収益 48,928 38,271

（うち利息及び配当金収入） 47,872 41,670

（うち金銭の信託運用益） 690 2,230

（うち有価証券売却益） 19,276 8,279

（うち積立保険料等運用益振替） △19,186 △17,292

その他経常収益 1,486 578

経常費用 709,940 649,011

保険引受費用 564,039 534,062

（うち正味支払保険金） 303,888 305,086

（うち損害調査費） 26,601 26,843

（うち諸手数料及び集金費） 88,777 86,594

（うち満期返戻金） 134,430 105,924

（うち生命保険金等） 8,173 8,943

資産運用費用 39,158 9,769

（うち金銭の信託運用損） 3,879 196

（うち有価証券売却損） 7,203 2,834

（うち有価証券評価損） 21,514 2,856

営業費及び一般管理費 105,942 104,536

その他経常費用 799 642

（うち支払利息） 164 69

経常利益 10,912 23,446

特別利益 16,095 398

特別法上の準備金戻入額 15,912 －

価格変動準備金戻入額 15,912 －

その他 183 398

特別損失 323 4,795

特別法上の準備金繰入額 － 1,985

価格変動準備金繰入額 － 1,985

その他 323 2,810

税金等調整前四半期純利益 26,684 19,049

法人税及び住民税等 3,572 917

法人税等調整額 3,284 4,173

法人税等合計  5,090

少数株主利益 28 18

四半期純利益 19,798 13,939



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 26,684 19,049

減価償却費 5,193 5,247

減損損失 134 68

のれん償却額 △219 △146

支払備金の増減額（△は減少） △1,796 △3,383

責任準備金等の増減額（△は減少） △52,483 △45,432

貸倒引当金の増減額（△は減少） △357 213

退職給付引当金の増減額（△は減少） △20,975 1,799

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,619 △4,609

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8 △11

価格変動準備金の増減額（△は減少） △15,912 1,985

利息及び配当金収入 △47,872 △41,670

有価証券関係損益（△は益） 12,181 △4,127

支払利息 164 69

為替差損益（△は益） 1,156 82

有形固定資産関係損益（△は益） 5 △66

貸付金関係損益（△は益） 37 －

金銭の信託関係損益（△は益） 3,785 △1,492

その他資産（除く投資活動関連、財務活動関連）
の増減額（△は増加）

△1,356 △5,917

その他負債（除く投資活動関連、財務活動関連）
の増減額（△は減少）

△541 △6,092

その他 7,196 △10,936

小計 △89,603 △95,369

利息及び配当金の受取額 48,400 40,792

利息の支払額 △133 △140

法人税等の支払額 △7,971 △6,008

営業活動によるキャッシュ・フロー △49,308 △60,726

投資活動によるキャッシュ・フロー   

預貯金の純増減額（△は増加） △1,934 1,505

買入金銭債権の取得による支出 △990 －

買入金銭債権の売却・償還による収入 6,362 3,628

金銭の信託の増加による支出 △13,400 △17,000

金銭の信託の減少による収入 12,040 17,002

有価証券の取得による支出 △579,415 △202,128

有価証券の売却・償還による収入 618,362 257,744

貸付けによる支出 △60,840 △41,532

貸付金の回収による収入 42,835 40,049

債券貸借取引支払保証金・受入担保金の純増減額 55,234 △33,705

資産運用活動計 78,253 25,564

営業活動及び資産運用活動計 28,944 △35,161

有形固定資産の取得による支出 △2,930 △7,511

有形固定資産の売却による収入 496 606

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △20

その他 △48 △53

投資活動によるキャッシュ・フロー 75,771 18,585



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △6,766 △123

自己株式の売却による収入 88 89

配当金の支払額 △5,716 △6,019

少数株主への配当金の支払額 △12 △8

その他 △262 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー △12,670 △6,069

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,274 18

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 12,517 △48,192

現金及び現金同等物の期首残高 140,825 168,525

現金及び現金同等物の四半期末残高 153,342 120,333



　(4) 継続企業の前提に関する注記

　　該当事項はありません。

　(5) セグメント情報

　【事業の種類別セグメント情報】

　　　　前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

損害保険事業
（百万円）

生命保険事業
（百万円）

計
（百万円）

消去
（百万円）

連結
（百万円）

経常収益

699,085 55,089 754,174 ( 33,322 ) 720,852

677 17 694 ( 694 ) －

計 699,762 55,106 754,869 ( 34,016 ) 720,852

経 常 利 益 10,810 101 10,912 - 10,912

 (注) １．事業区分は、当社及び連結子会社における業務の実態を勘案して区分しております。

　　　２．各事業区分の主要な事業内容

　　　  (1) 損害保険事業・・・損害保険引受業務及び資産運用業務

 　     (2) 生命保険事業・・・生命保険引受業務及び資産運用業務

　　　３．当第３四半期連結累計期間における外部顧客に対する経常収益の消去欄の金額のうち主なものは、

　　　　「生命保険事業」に係る経常費用のうちの責任準備金等繰入額を四半期連結損益計算書上は経常収益

　　　　のうちの責任準備金等戻入額に含めて表示したことによる振替額であります。

　　　　当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

損害保険事業
（百万円）

生命保険事業
（百万円）

計
（百万円）

消去
（百万円）

連結
（百万円）

経常収益

648,960 55,533 704,494 ( 32,035 ) 672,458

660 17 678 ( 678 ) －

計 649,620 55,551 705,172 ( 32,713 ) 672,458

経 常 利 益 22,522 924 23,446 - 23,446

 (注) １．事業区分は、当社及び連結子会社における業務の実態を勘案して区分しております。

　　　２．各事業区分の主要な事業内容

　　　  (1) 損害保険事業・・・損害保険引受業務及び資産運用業務

 　     (2) 生命保険事業・・・生命保険引受業務及び資産運用業務

　　　３．当第３四半期連結累計期間における外部顧客に対する経常収益の消去欄の金額のうち主なものは、

　　　　「生命保険事業」に係る経常費用のうちの責任準備金等繰入額を四半期連結損益計算書上は経常収益

　　　　のうちの責任準備金等戻入額に含めて表示したことによる振替額であります。

　【所在地別セグメント情報】

　　　　前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　　　　　全セグメントの経常収益の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメン

　　　　ト情報の記載を省略しております。

　　　　当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　　　　　同　　上

　【海外売上高】

　　　　前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　　　  　海外売上高（経常収益）が連結売上高（経常収益）の10％未満のため、海外売上高の記載を省略して

　　　　おります。

　　　　当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　　　　　同　　上

　(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　該当事項はありません。

(2) セグメント間の内部経常収益

(1) 外部顧客に対する経常収益

(1) 外部顧客に対する経常収益

(2) セグメント間の内部経常収益



６．その他の情報 連結

(1) 当四半期の損益状況（連結）

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

（ 自 平成20年４月１日 （ 自 平成21年４月１日 比較増減 増減率
至 平成20年12月31日 ） 至 平成21年12月31日 ）

%

670,437 633,608 △36,828 △5.5保 険 引 受 収 益

　(1) 当四半期の損益状況（連結）

区　　分

( う ち 正 味 収 入 保 険 料 ) ( 506,273 ) ( 489,564 ) ( △16,708 ) ( △3.3 )

( う ち 収 入 積 立 保 険 料 ) ( 43,230 ) ( 29,725 ) ( △13,505 ) ( △31.2 )

( う ち 生 命 保 険 料 ) ( 47,372 ) ( 48,005 ) ( 633 ) ( 1.3 )

564,039 534,062 △29,976 △5.3

( う ち 正 味 支 払 保 険 金 ) ( 303,888 ) ( 305,086 ) ( 1,197 ) ( 0.4 )

経

保 険 引 受 費 用

( う ち 損 害 調 査 費 ) ( 26,601 ) ( 26,843 ) ( 241 ) ( 0.9 )

( うち諸手数料及び集金費 ) ( 88,777 ) ( 86,594 ) ( △2,183 ) ( △2.5 )

( う ち 満 期 返 戻 金 ) ( 134,430 ) ( 105,924 ) ( △28,505 ) ( △21.2 )

( う ち 生 命 保 険 金 等 ) ( 8,173 ) ( 8,943 ) ( 769 ) ( 9.4 )

48 928 38 271 △10 656 △21 8

常

資 産 運 用 収 益 48,928 38,271 △10,656 △21.8

( うち利息及び配当金収入 ) ( 47,872 ) ( 41,670 ) ( △6,202 ) ( △13.0 )

( う ち 有 価 証 券 売 却 益 ) ( 19,276 ) ( 8,279 ) ( △10,996 ) ( △57.0 )

39,158 9,769 △29,388 △75.1

( う ち 有 価 証 券 売 却 損 ) ( 7,203 ) ( 2,834 ) ( △4,369 ) ( △60.6 )

損

資 産 運 用 収 益

資 産 運 用 費 用

( う ち 有 価 証 券 評 価 損 ) ( 21,514 ) ( 2,856 ) ( △18,658 ) ( △86.7 )

105,942 104,536 △1,406 △1.3

687 △64 △751 △109.3

10,912 23,446 12,534 114.9

16,095 398 △15,697 △97.5

そ の 他 経 常 損 益

経 常 利 益

特 特 別 利 益

益
営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

16,095 398 △15,697 △97.5

323 4,795 4,472 1,382.9

15,772 △4,397 △20,169 △127.9

26,684 19,049 △7,635 △28.6

3,572 917 △2,655 △74.3

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 及 び 住 民 税 等

別

損

益

特 別 利 益

特 別 損 失

特 別 損 益

3,284 4,173 889 27.1

6,857 5,090 △1,766 △25.8

28 18 △10 △35.7

19,798 13,939 △5,858 △29.6

法 人 税 等 調 整 額

少 数 株 主 利 益

四 半 期 純 利 益

法 人 税 等 合 計



 (2) 種目別保険料・保険金（連結）
   ①　元受正味保険料（除く収入積立保険料）

 

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

　　（ 自 平成20年４月１日   　（ 自 平成21年４月１日

　　　 至 平成20年12月31日 ） 　　　 至 平成21年12月31日 ）

金　額
(百万円)

構 成 比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

金　額
(百万円)

構 成 比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

区　分

連結

火 災 92,215 17.2 △0.8 93,981 18.1 1.9

海 上 16,357 3.1 △9.6 12,041 2.3 △26.4

傷 害 41,227 7.7 △6.0 39,051 7.5 △5.3

自 動 車 252,202 47.1 △1.3 248,749 48.0 △1.4

自動車損害賠償責任 64,289 12.0 △20.4 57,851 11.2 △10.0

そ の 他 69,052 12.9 △0.3 66,922 12.9 △3.1

合 計 535,345 100.0 △4.5 518,599 100.0 △3.1

   ②　正味収入保険料

火 災 70 798 14 0 △1 0 72 329 14 8 2 2

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

　　（ 自 平成20年４月１日   　（ 自 平成21年４月１日

　　　 至 平成20年12月31日 ） 　　　 至 平成21年12月31日 ）

金　額
(百万円)

構 成 比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

金　額
(百万円)

構 成 比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

区　分

火 災 70,798 14.0 △1.0 72,329 14.8 2.2

海 上 14,497 2.9 △8.7 10,841 2.2 △25.2

傷 害 41,519 8.2 △6.5 39,547 8.1 △4.7

自 動 車 251,804 49.7 △1.4 248,364 50.7 △1.4

自動車損害賠償責任 63,229 12.5 △18.6 55,654 11.4 △12.0

そ の 他 64,422 12.7 △1.9 62,827 12.8 △2.5

合 計 506,273 100.0 △4.6 489,564 100.0 △3.3

   ③　正味支払保険金

火 災 29,623 9.7 △13.3 32,523 10.7 9.8

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

　　（ 自 平成20年４月１日   　（ 自 平成21年４月１日

金　額
(百万円)

構 成 比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

区　分 　　　 至 平成20年12月31日 ） 　　　 至 平成21年12月31日 ）

金　額
(百万円)

構 成 比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

海 上 5,265 1.7 △17.0 6,602 2.2 25.4

傷 害 24,490 8.1 7.1 23,218 7.6 △5.2

自 動 車 152,676 50.2 △2.6 155,559 51.0 1.9

自動車損害賠償責任 56,112 18.5 △1.1 54,093 17.7 △3.6

そ の 他 35,721 11.8 △4.5 33,089 10.8 △7.4

合 計 303,888 100.0 △3.3 305,086 100.0 0.4

（注）上記各表の諸数値はセグメント間の内部取引を相殺する前の数値であります。



(3) 有価証券関係（連結）

連結
(3) 有価証券関係（連結）

①　満期保有目的の債券で時価のあるもの

当第３四半期連結会計期間末

（平成21年12月31日）

(百万円) (百万円) (百万円)

種類
差額

公 社 債 275,915 277,000

四半期連結貸借対照表計上額 時価

1,084

②　責任準備金対応債券で時価のあるもの

当第３四半期連結会計期間末

（平成21年12月31日）

四半期連結貸借対照表計上額 時価 差額
種類

合計 275,915 277,000 1,084

外国証券 - - -

(百万円) (百万円) (百万円)

③　その他有価証券で時価のあるもの

当第３四半期連結会計期間末

合計 7,837 7,951 113

外国証券 - - -

公 社 債 7,837 7,951 113

四半期連結貸借対照表計上額 時価 差額

当第３四半期連結会計期間末

（平成21年12月31日）

(百万円) (百万円) (百万円)

外国証券 373,614 355,739 △17,875

株 式 321,353 565,299 243,945

公 社 債 861,634 880,478 18,843

取得原価 四半期連結貸借対照表計上額 差額
種類

（注）

245,417

当第３四半期連結会計期間末

（平成21年12月31日）

合計 1,568,684 1,814,102

１

そ の 他 12,082 12,585 503

．その他有価証券で時価のあるものについて2,801百万円減損処理を行っております。なお、時価のある有価証券

の減損にあたっては 時価の簿価に対する下落率が30％以上の銘柄はすべて減損を行っておりますの減損にあたっては、時価の簿価に対する下落率が30％以上の銘柄はすべて減損を行っております。

．四半期連結貸借対照表において買入金銭債権として処理されている貸付債権信託受益権等を「その他」に含

めております。

２



(4) 金銭の信託関係（連結）
連結

①　満期保有目的の金銭の信託

    該当事項はありません。

②　運用目的、満期保有目的以外の金銭の信託

当第３四半期連結会計期間末

（平成21年12月31日）
種類

(百万円) (百万円) (百万円)

（注）

当第３四半期連結会計期間末

（平成21年12月31日）

金銭の信託 20,000 20,058 

取得原価

58 

四半期連結貸借対照表計上額 差額
種類

平 年

  上記記載以外に取得原価をもって四半期連結貸借対照表に計上している合同運用の金銭の信託が882百万円あります。

(5) デリバティブ取引関係（連結）

当第３四半期連結会計期間末

（平成21年12月31日）（平成21年12月31日）

契約額等 時価 評価損益

(百万円) (百万円) (百万円)

金　利 スワップ取引 15,000 109 109 

その他 クレジットデリバティブ取引

　売建 7,000 △50 △50 

－ － 58 

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は開示の対象から除いております。

合計

対象物の種類 取引の種類



単体
 (6）当四半期の損益状況（単体）

（単位：百万円）
前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

（自 平成20年４月１日 （自 平成21年４月１日 比較増減 増減率

    至 平成20年12月31日）     至 平成21年12月31日）

%

元受正味保険料（含む収入積立保険料） 1 567,517 537,297 △30,219 △5.3

（ 元 受 正 味 保 険 料 ） 2 ( 524,286 ) ( 507,572 ) ( △16,714 ) ( △3.2 )

3 648,490 608,294 △40,196 △6.2

 

区　　分

保 険 引 受 収 益 , , ,

（ う ち 正 味 収 入 保 険 料 ） 4 ( 497,880 ) ( 480,629 ) ( △17,250 ) ( △3.5 )

（ う ち 収 入 積 立 保 険 料 ） 5 ( 43,230 ) ( 29,725 ) ( △13,505 ) ( △31.2 )

（ う ち 支 払 備 金 戻 入 額 ） 6 ( 2,261 ) ( 2,986 ) ( 724 ) ( 32.0 )

（ う ち 責 任 準 備 金 戻 入 額 ） 7 ( 85,922 ) ( 77,408 ) ( △8,514 ) ( △9.9 )

8 546,063 514,789 △31,274 △5.7

（ う ち 正 味 支 払 保 険 金 ） 9 ( 299,607 ) ( 300,424 ) ( 816 ) ( 0.3 )

（ う ち 損 害 調 査 費 ） 10 ( 25,997 ) ( 26,440 ) ( 443 ) ( 1.7 )

経 保 険 引 受 費 用

（ う ち 損 害 調 査 費 ） 10 ( 25,997 ) ( 26,440 ) ( 443 ) ( 1.7 )

（ う ち 諸 手 数 料 及 び 集 金 費 ） 11 ( 84,249 ) ( 81,706 ) ( △2,542 ) ( △3.0 )

（ う ち 満 期 返 戻 金 ） 12 ( 134,430 ) ( 105,924 ) ( △28,505 ) ( △21.2 )

13 41,834 31,660 △10,173 △24.3

（ う ち 利 息 及 び 配 当 金 収 入 ） 14 ( 42,326 ) ( 35,617 ) ( △6,708 ) ( △15.8 )

（ う ち 有 価 証 券 売 却 益 ） 15 ( 18,236 ) ( 8,205 ) ( △10,030 ) ( △55.0 )

（ う ち 金 融 派 生 商 品 収 益 ） 16 ( - ) ( 3,167 ) ( 3,167 ) ( - )

17 41 171 9 864 △31 306 △76 0

常 資 産 運 用 収 益

資 産 運 用 費 用 17 41,171 9,864 △31,306 △76.0

（ う ち 有 価 証 券 売 却 損 ） 18 ( 7,197 ) ( 2,831 ) ( △4,366 ) ( △60.7 )

（ う ち 有 価 証 券 評 価 損 ） 19 ( 21,474 ) ( 2,846 ) ( △18,628 ) ( △86.7 )

（ う ち 金 融 派 生 商 品 費 用 ） 20 ( 4,420 ) ( - ) ( △4,420 ) ( △100.0 )

（ うち投資損失引当金繰入額 ） 21 ( 2,063 ) ( 119 ) ( △1,944 ) ( △94.2 )

22 93,837 93,518 △319 △0.3

23 ( 89,290 ) ( 88,878 ) ( △411 ) ( △0.5 )

1 171 441 △730 △62 3

損

益

資 産 運 用 費 用

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

（保険引受に係る営業費及び一般管理費）

そ の 他 経 常 損 益 24 1,171 441 △730 △62.3

25 10,424 22,223 11,799 113.2

（ 保 険 引 受 利 益 ） 26 ( 12,561 ) ( 3,123 ) ( △9,437 ) ( △75.1 )

27 16,152 398 △15,754 △97.5

28 309 4,721 4,411 1,424.6

29 15,843 △4,322 △20,165 △127.3

30 26,267 17,900 △8,366 △31.9

そ の 他 経 常 損 益

経 常 利 益

特
別
損
益

特 別 利 益

特 別 損 失

特 別 損 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益

31 2,617 377 △2,239 △85.6

32 4,136 4,288 152 3.7

33 6,754 4,666 △2,087 △30.9

34 19,512 13,234 △6,278 △32.2

35 65.4 % 68.0 % 2.6 %

36 34.9 % 35.5 % 0.6 %

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 調 整 額

四 半 期 純 利 益

諸
比
率

正 味 損 害 率

法 人 税 等 合 計

正 味 事 業 費 率

（注）１．保険引受利益＝保険引受収益－（保険引受費用＋保険引受に係る営業費及び一般管理費）±その他収支
なお そ 他収支は自動車損害賠償責任保険等に係る法人税等相当額などであります

      ２．正味損害率＝（正味支払保険金＋損害調査費）／正味収入保険料×100
　　　３．正味事業費率＝（諸手数料及び集金費＋保険引受に係る営業費及び一般管理費）／正味収入保険料×100

    　　　なお、その他収支は自動車損害賠償責任保険等に係る法人税等相当額などであります。 



(7) 種目別保険料 保険金（単体）
単体

　(7) 種目別保険料・保険金（単体）

　　①　元受正味保険料（除く収入積立保険料）

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

 　 　（ 自  平成20年４月１日       （ 自  平成21年４月１日

         至  平成20年12月31日 ）          至  平成21年12月31日 ）

火 災 90 761 17 3 △0 7 92 746 18 3 2 2

区　分

金　額
(百万円)

構 成 比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

金　額
(百万円)

構 成 比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

火 災

海 上

傷 害

自 動 車

自動車損害賠償責任

そ の 他

合 計

68,297 13.0 △0.3 66,301 13.1 △2.9

64,289 12.3 △20.4 57,851 11.4 △10.0

245,722 46.9 △1.7 241,312 47.5 △1.8

14,084 2.7 △8.4 10,394 2.0 △26.2

90,761 17.3 △0.7 92,746 18.3 2.2

41,131 7.8 △6.0 38,965 7.7 △5.3

524,286 100.0 △4.6 507,572 100.0 △3.2

　　②　正味収入保険料

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

 　 　（ 自  平成20年４月１日       （ 自  平成21年４月１日

         至  平成20年12月31日 ）          至  平成21年12月31日 ）

火 災 70,555 14.2 △1.2 72,065 15.0 2.1

金　額
(百万円)

構 成 比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

金　額
(百万円)

構 成 比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

区　分

海 上

傷 害

自 動 車

自動車損害賠償責任

そ の 他

合 計 497,880 100.0 △4.8 480,629 100.0 △3.5

64,148 12.9 △2.0 62,569 13.0 △2.5

63,104 12.7 △18.6 55,530 11.6 △12.0

245,392 49.2 △1.8 240,997 50.1 △1.8

41,457 8.3 △6.6 39,490 8.2 △4.7

13,221 2.7 △8.3 9,975 2.1 △24.6

　　③　正味支払保険金

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

 　 　（ 自  平成20年４月１日       （ 自  平成21年４月１日

         至  平成20年12月31日 ）          至  平成21年12月31日 ）

火 災

海 上 4 886 △16 2 38 1 6 172 26 3 64 2

29,681 △12.7 45.6 32,511 9.5 48.9

金　額
(百万円)

対前年増減
(△)率(％)

正味
損害率(％)

金　額
(百万円)

対前年増減
(△)率(％)

正味
損害率(％)

区　分

海 上

傷 害

自 動 車

自動車損害賠償責任

そ の 他

合 計

（注）正味損害率は、正味支払保険金に損害調査費を加えて算出しております。

299,607 △3.3 65.4 300,424 0.3 68.0

35,564 △4.5 61.4 32,947 △7.4 58.4

55,984 △1.1 93.7 53,956 △3.6 102.7

149,027 △2.9 66.5 151,652 1.8 69.0

24,462 7.2 64.4 23,184 △5.2 64.2

4,886 △16.2 38.1 6,172 26.3 64.2



（ご参考）ソルベンシー・マージン比率

（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 前事業年度末

(平成21年12月31日) (平成21年３月31日)

（A）ソルベンシー・マージン総額 840,473 737,341

資本金又は基金等 255,853 242,517

価格変動準備金 4,504 2,581

危険準備金 13 13

異常危険準備金 279,429 278,051

一般貸倒引当金 308 79

その他有価証券の評価差額（税効果控除前） 210,604 131,328

土地の含み損益 20,301 21,105

払戻積立金超過額 - -

負債性資本調達手段等 - -

控除項目 13,453 13,573

その他 82,912 75,238

（B）リスクの合計額

  （Ｒ1＋Ｒ2）
2＋（Ｒ3＋Ｒ4）

2＋Ｒ5＋Ｒ6

一般保険リスク（Ｒ1） 41,498 41,627

第三分野保険の保険リスク（Ｒ2） 1 1

予定利率リスク（Ｒ3） 3,196 3,234

資産運用リスク（Ｒ4） 82,261 76,827

経営管理リスク（Ｒ5） 4,885 4,678

大災害 （ ）

217,228 207,144

単体

巨大災害リスク（Ｒ6） 117,340 112,227

（C）ソルベンシー・マージン比率

[（A）/{（B）×1/2}]×100

　（注）上記の金額及び数値は、保険業法施行規則第86条及び第87条並びに平成８年大蔵省告示第50号の規定に基づ

　　　いて算出しております。

　　　  ただし、当第３四半期会計期間末においては、巨大災害リスクの計算の基礎となる値の一部を当中間会計期

　　　間末と同値とみなすなど、計算の一部を簡便化して算出しております。

＜ソルベンシー・マージン比率＞

・損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払や積立保険の満期返戻金支払等に備えて準備金を積み立てており

　ますが、巨大災害の発生や、損害保険会社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測を超える危険が発生し

　た場合でも、十分な支払能力を保持しておく必要があります。

・こうした「通常の予測を超える危険」を示す「リスクの合計額」（上表の（B））に対する「損害保険会社が保有し

　ている資本金・準備金等の支払余力」（すなわちソルベンシー・マージン総額：上表の（A））の割合を示す指標と

　して、保険業法等に基づき計算されたのが、「ソルベンシー・マージン比率」（上表の（C））であります。

・「通常の予測を超える危険」とは、次に示す各種の危険の総額をいいます。

　①保険引受上の危険　　        ：　保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生し得る危険（巨大

　 （一般保険リスク）　　      　   災害に係る危険を除く。）

　 （第三分野保険の保険リスク）　　　 

　②予定利率上の危険　　        ：　実際の運用利回りが保険料算出時に予定した利回りを下回ることにより発生

　 （予定利率リスク）　　　         し得る危険

　③資産運用上の危険　　        ：　保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することにより

　 （資産運用リスク）　　　         発生し得る危険等

　④経営管理上の危険　　        ：　業務の運営上通常の予測を超えて発生し得る危険で上記①～③及び⑤以外の

　 （経営管理リスク）    　　　　　 もの

　⑤巨大災害に係る危険　        ：　通常の予測を超える巨大災害（関東大震災や伊勢湾台風相当）により発生し

   （巨大災害リスク）               得る危険

・「損害保険会社が有している資本金・準備金等の支払余力」（ソルベンシー・マージン総額）とは、損害保険会社

　の純資産（社外流出予定額等を除く）、諸準備金（価格変動準備金・異常危険準備金等）、土地の含み損益等の総

　額であります。

・ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に活用する客観的な判断指標のひとつでありま

　すが、その数値が200％以上であれば「保険金等の支払能力の充実の状況が適当である」とされております。

%773.8 % 711.9



（ご参考）当社における証券化商品等への投資及びサブプライムローン関連投資の状況（平成21年12月末）

平成21年12月末の当社における証券化商品等への投資状況は以下のとおりであります。　平成21年12月末の当社における証券化商品等 の投資状況は以下のとおりであります。

　なお、連結子会社における保有はいずれもありません。

１．ＣＤＯ（債務担保証券）

（単位：億円）

平成21年12月末（平成21年度第３四半期） （参考）平成21年3月末(平成20年度)

時価 含み損益 減損処理額等 時価 含み損益 減損処理額等

ＣＤＯ 97 4 － 82 △2 △65

格付があるもの 67 － － 64 △2 △36

格付がないもの 29 4 － 18 － △29

（注）１．時価のある有価証券の減損にあたっては、時価の簿価に対する下落率が30％以上の銘柄はすべて減損を行って

　　　　おります。また、以下の表も同様であります。

　　　２．格付のあるＣＤＯの格付別内訳は、ＡＡＡ13％、ＡＡ14％、Ａ62％、ＢＢＢ11％であります。

　　　３．ＣＤＯの担保の種類は、全てコーポレートを裏付け資産とするものです。

　　　４．ＣＤＯの地域別内訳は、国内79％、海外21％であります。

　　　５．格付別内訳及び地域別内訳の割合は、時価により算出しております。

　　　６．減損処理額等は有価証券評価損及び金融派生商品費用として処理した金額を記載しております。

　　　７．ＣＤＯについては、上記とは別に金融派生商品収益として40億円を計上しております。

２．ＣＭＢＳ（商業用不動産担保証券）

（単位：億円）

平成21年12月末（平成21年度第３四半期） （参考）平成21年3月末(平成20年度)平成21年12月末（平成21年度第３四半期） （参考）平成21年3月末(平成20年度)

時価 含み損益 減損処理額等 時価 含み損益 減損処理額等

ＣＭＢＳ 101 △3 △1 131 △4 －

国内 101 △3 △1 131 △4 －

海外 － － － － － －

（注）減損処理額等は有価証券評価損及びその他運用費用として処理した金額を記載しております。

３．ＣＤＳ（クレジット・デフォルト・スワップ）

　　ＣＤＳのうち、ＣＤＯ等の証券化商品を参照しているものの保有はありません。

　　企業単一のクレジットを参照するＣＤＳ（売建想定元本70億円、時価△0億円、評価損益△0億円）を保有しており

　ます。

４．その他の関連投資

　　ＳＰＥｓ、レバレッジド・ファイナンス、金融保証、モノラインが保証する債券・証券化商品、その他のサブプラ

イム・オルトＡエクスポージャーはいずれも保有しておりません　イム オルトＡエクスポ ジャ はいずれも保有しておりません。

５．上記１～４のうち、サブプライムローン関連の投資状況

　　サブプライムローン関連の保有はありません。

【各種証券化商品の用語について】

ＣＤＯ C ll t li d D bt Obli ti 多数の債券やロ ンを集めて資産プ ルを作り これを裏付け資産・ＣＤＯ ：Collateralized Debt Obligation、多数の債券やローンを集めて資産プールを作り、これを裏付け資産

として証券化した証券。なお、当社が保有するＣＤＯの内、格付がないものはＣＬＯ（Collateralized

Loan Obligation、多数のローンを裏付け資産として証券化した証券）のエクイティ部分を示す。

・ＣＭＢＳ：Commercial Mortgage-Backed Security、商業用不動産に対するローン債権を証券化した商品。

・ＣＤＳ ：Credit Default Swap、企業や証券化商品等を参照組織とし、そのクレジットを取引するスワップ契約。

・ＳＰＥｓ：Special Purpose Entities、ＳＩＶ（Structured Investment Vehicle）等、証券化商品等への投資を

専門に行う特別目的事業体の総称。

・モノライン：金融保証（債券や証券化商品等の保証）に特化した保険会社。



将来予想に関する記述について 

 

本書類には、日本興亜保険グループにかかる「将来予想に関する記述」に該当する情報が記載され

ています。本書類における記述のうち、過去または現在の事実に関するもの以外は、かかる将来予想

に関する記述に該当します。これら将来予想に関する記述は、現在入手可能な情報に鑑みてなされた

日本興亜保険グループの仮定および判断に基づくものであり、これには既知または未知のリスクおよ

び不確実性ならびにその他の要因が内在しています。かかるリスク、不確実性およびその他の要因は、

かかる将来予想に関する記述に明示的または黙示的に示される日本興亜保険グループの将来における

業績、経営結果、財務内容に関してこれらと大幅に異なる結果をもたらす可能性があります。日本興

亜保険グループは、本書類の日付後において、将来予想に関する記述を更新して公表する義務を負う

ものではありません。投資家の皆様におかれましては、今後の日本国内における公表および 1934 年米

国証券取引法に基づく米国証券取引委員会への届出および提出において当社の行う開示をご参照くだ

さい。  

なお、上記のリスク、不確実性およびその他の要因の例としては、以下のものが挙げられますが、

これらに限られるものではありません。かかるリスク、不確実性およびその他の要因は、当社の有価

証券報告書および四半期報告書にも記載されていますのでご参照ください。 

 

（１）日本の経済情勢 
（２）損保業界の競争激化 
（３）格付の低下 
（４）保険業法、規制、制度等の変更に伴うリスク 
（５）自然災害 
（６）保険契約引受において通常の予測を超える損害が生じるリスク 
（７）再保険に関するリスク 
（８）海外事業 
（９）国内関連事業 
（10）株価変動リスク 
（11）金利リスク 
（12）流動性リスク 
（13）信用リスク 
（14）為替変動リスク 
（15）退職給付債務 
（16）法務リスク 
（17）非常災害リスク 
（18）顧客情報の漏えい 
（19）経営統合に関するリスク 
（20）その他のリスク 
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